
２ サタデーセミナー

２．１ チームがひとつになるには～2010ワールドカップでの経験を通して～（保健体育分野）

(1) 研究開発の課題（研究概要）

サッカーワールドカップ日本代表チームに40日間帯同した経験を踏まえた講義を通して、

スポーツ場面のみに限らず実生活において、チームワークを発揮することができるように

する。

(2) 研究開発の経緯

三重大学教授である杉田正明先生に講師を依頼し、チームがひとつになるために、選手

やスタッフが持つべき意識や行うべき行動を踏まえて、チームワークについて講演をして

いただいた。

(3) 研究開発の内容

ア 仮説（ねらい、目標）

本事業はコミュニケーション能力や協調性・リーダー性などの「総合人間力」を高

めることができる。

イ 研究の内容・方法

該当教科 保健体育

対象生徒 １、２年生の希望者 120名

日時場所 12月10日（土）本校 視聴覚室

実施内容

講演

演題 「チームがひとつになるには 講義の様子

～2010ワールドカップでの経験を通して～」

講師 三重大学 教授 杉田 正明 先生

内容 セルフケアの重要性

成功する人としない人の条件

チームワークとは何か、どのようにして生まれるのか

ウ 検証（成果と反省）

生徒の感想から

・支える人の偉大さを感じた。

・目標について、もっと言葉に表すようにしたいと思った。

・成功しない人から成功する人になるために努力しようと思った。

今回の杉田先生の講義は、生徒のアンケート結果や感想からも大変有意義な内容で

あったことがよくわかる。スポーツ以外の場面でも必要とされる能力を多く学んだの

で、生徒の今後の成長につながることと思う。また、選手を支えるスタッフのあり方

も講義で多く取り上げられており、今後の指導に生かしていきたい。
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（１）内容に興味・関心を持てまし

たか？

（２）内容は理解できましたか？

（３）自分の能力やセンスの向上に

役立ちましたか？

（４）将来の自分の進路選択の参

考になりましたか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ （％）
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①学んだ事を応用することへの

興味

②自分から取組む姿勢

③周囲と協力して取組む姿勢

大変増した やや増した あまり効果がない 効果がない

この取組を通じて次の項目についてどのくらいの向上があったと感じますか？

（％）


